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代表取締役社長

株
式
会
社
ユ
ー
メ
デ
ィ
ア

第
一
の
導
入
効
果
は
、
生
産
体
制
の
柔
軟
化

だ
。「
当
社
で
は
、
H-

U
V
搭
載
の
両
面
枚
葉

印
刷
機
に
加
え
、
今
回
導
入
し
た
L
E
D 

U
V

乾
燥
方
式
の
シ
ス
テ
ム
G
3
8
に
よ
り
、
枚
葉

機
と
輪
転
機
の
両
方
で
同
等
品
質
の
生
産
が
可

能
な
体
制
を
構
築
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、

繁
忙
期
・
閑
散
期
に
応
じ
て
印
刷
機
の
稼
働
を

最
適
化
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
従
来
は

枚
葉
機
で
対
応
し
て
い
た
案
件
も
輪
転
機
で
ス

ピ
ー
デ
ィ
ー
に
対
応
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
生

産
体
制
の
柔
軟
性
が
大
幅
に
向
上
し
ま
し
た
。

ま
た
、
折
機
を
装
備
し
た
こ
と
で
、
従
来
は
枚

葉
案
件
で
外
注
し
て
い
た
、
折
り
加
工
の
内
製

化
も
実
現
し
て
い
ま
す
」 

と
今
野
社
長
。
安
部

執
行
役
員
も 「
機
械
の
デ
ジ
タ
ル
化
に
よ
り
操

作
性
が
向
上
し
、
同
機
に
も
若
手
を
投
入
し
や

す
く
な
っ
た
こ
と
で
、
多
能
工
化
を
さ
ら
に
進

め
て
い
ま
す
。
人
員
配
置
の
多
様
性
を
高
め
、

生
産
拠
点
全
体
の
最
適
化
や
計
画
生
産
を
実
現

し
て
い
き
た
い
で
す
」 

と
説
明
す
る
。

第
二
の
効
果
は
、
印
刷
品
質
と
生
産
性
の
向

上
だ
。
安
部
執
行
役
員
は 「
従
来
の
オ
フ
輪
機

で
は
ド
ラ
イ
ヤ
ー
の
熱
に
よ
っ
て
用
紙
が
波
打

つ 『
ひ
じ
わ
』 

が
発
生
し
て
い
ま
し
た
が
、
本
機

は
L
E
D 

U
V
乾
燥
方
式
の
た
め
、『
ひ
じ
わ
』 

が
発
生
し
ま
せ
ん
。
印
刷
品
質
の
面
で
圧
倒
的

に
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
」 と
強
調
す
る
。
鈴
木
課

長
も 「
従
来
の
オ
フ
輪
機
に
比
べ
て
、
印
刷
表

面
の
グ
ロ
ス
感
も
問
題
が
な
く
、
枚
葉
印
刷
と

比
較
し
て
も
同
等
の
品
質
を
担
保
で
き
て
い
ま

す
」 と
評
価
。
さ
ら
に
今
野
社
長
も 「
顧
客
か

ら
印
刷
品
質
に
つ
い
て
お
褒
め
の
言
葉
を
い
た

だ
い
て
い
ま
す
」 と
明
か
す
。

生
産
性
向
上
に
つ
い
て
、特
筆
す
べ
き
は
印

刷
の
立
ち
上
が
り
の
良
さ
だ
。「
ス
タ
ー
ト
か
ら

5
0
0
回
転
で
、色
調
も
印
刷
見
当
も
折
り
精

度
も
安
定
し
、O
K
シ
ー
ト
が
つ
く
れ
ま
す
」と

鈴
木
課
長
は
説
明
。さ
ら
に
、最
高
印
刷
速
度

で
の
稼
働
に
つ
い
て 「
シ
ス
テ
ム
G
3
8
は
常
時

5
0
0
回
転
／
分
と
い
う  

最
高
速
度
で
稼
働

し
て
お
り
、
時
間
当
た
り
3
万
枚
の
生
産
が
可

能
で
す
。
こ
の
回
転
速
度
は
枚
葉
機
の
高
速
タ

イ
プ
と
比
べ
て
も
圧
倒
的
に
高
い
生
産
性
を
実

現
し
て
い
ま
す
」 と
説
明
す
る
。

「
損
紙
は
7
0
0
枚
／
ジ
ョ
ブ
を
目
標
に
進
め

て
い
ま
す
。従
来
の
オ
フ
輪
機
と
比
べ
る
と
大
幅

に
削
減
さ
れ
て
お
り
、生
産
性
の
向
上
を
実
現

し
て
い
ま
す
」 と
安
部
執
行
役
員
は
総
評
し
た
。

第
三
の
効
果
は
、
職
場
環
境
の
大
幅
な
改

善
と
省
エ
ネ
だ
。
従
来
の
輪
転
機
で
は
ド
ラ
イ

ヤ
ー
の
熱
の
影
響
に
よ
っ
て
、
夏
場
に
は
室
温

が
38
度
を
超
え
る
こ
と
も
あ
っ
た
が
、「
現
在

は
30
度
を
超
え
る
こ
と
は
な
く
、
騒
音
も
大
幅

に
軽
減
さ
れ
、
現
場
ス
タ
ッ
フ
に
と
っ
て
快
適

な
環
境
と
な
っ
て
い
ま
す
」 

と
大
村
主
任
は
実

感
を
語
る
。
ま
た
、ド
ラ
イ
ヤ
ー
が
無
い
分
、

省
ス
ペ
ー
ス
化
が
進
み
、
今
回
、
折
機
に
加
え

て
、A
1
シ
ー
タ
ー
の
装
備
が
可
能
と
な
っ
た

と
い
う
。

今
野
社
長
は
、
省
エ
ネ
効
果
に
つ
い
て 「
目

標
を
上
回
る
成
果
が
出
て
い
ま
す
」 

と
満
足
感

を
示
し
て
い
る
。
同
社
は
、
カ
ー
ボ
ン
ゼ
ロ
プ

リ
ン
ト
工
場
認
定
や
ノ
ン
V
O
C
イ
ン
キ
の
採

用
な
ど
、
環
境
経
営
の
先
進
企
業
と
し
て
業
界

を
リ
ー
ド
し
て
い
る
。

今
野
社
長
は 「
環
境
面
で
優
位
性
の
あ
る

こ
の
設
備
が
東
北
に
あ
る
こ
と
を
広
く
発
信

し
、
地
域
企
業
や
同
業
他
社
と
連
携
し
な
が

ら
、
新
た
な
市
場
を
創
造
し
て
い
き
ま
す
」 

と

今
後
の
展
望
を
語
る
。
旧
工
場
の
リ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
で
は
、
印
刷
以
外
の
価
値
創
造
や
地
域

連
携
の
拠
点
づ
く
り
も
進
め
て
お
り
、
地
域
活

性
化
に
貢
献
す
る
取
り
組
み
も
進
め
て
い
る
。

「
K
O
M
O
R
I
に
は
、
生
産
品
質
の
さ
ら
な
る

安
定
化
に
向
け
た
、
長
期
的
な
伴
走
型
の
支
援

を
期
待
し
て
い
ま
す
」 

と
語
っ
た
。

1
9
6
0
年
創
業
の
㈱
ユ
ー
メ
デ
ィ
ア
は
、
印

刷
を
基
盤
に
、
出
版
・
ウ
ェ
ブ
・
映
像
・
イ
ベ
ン

ト
な
ど
多
角
的
に
事
業
を
展
開
し
て
き
た
。「
現

在
は
、
印
刷
に
限
ら
ず
、
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
デ
ザ
イ
ン
カ
ン
パ
ニ
ー
と
し
て
業
態
変

革
を
進
め
て
い
ま
す
」 と
今
野
社
長
は
語
る
。

そ
の
事
業
領
域
は
多
岐
に
わ
た
り
、
仙
台

の
情
報
誌 「
Ｓ-

ｓ
ｔ
ｙ
ｌ
ｅ
」 

と
い
っ
た
自
社

メ
デ
ィ
ア
の
発
行
・
運
営
や
、
仙
台
オ
ク
ト
ー

バ
ー
フ
ェ
ス
ト
な
ど
の
地
域
イ
ベ
ン
ト
の
企
画
・

運
営
な
ど
も
手
が
け
て
い
る
。「
印
刷
・
出
版
・

ウ
ェ
ブ
・
イ
ベ
ン
ト
を
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
企
画

運
営
で
き
る
体
制
が
強
み
で
す
。
ま
た
、
地
域

の
方
と
交
流
す
る
夏
祭
り
や
地
元
の
小
学
生
を

招
い
た
工
場
見
学
な
ど
、
印
刷
の
価
値
を
伝
え

る
活
動
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
」

今
回
の
シ
ス
テ
ム
G
3
8
導
入
に
は
、大
き

く
二
つ
の
目
的
が
あ
っ
た
。「
一
つ
は
、多
角
的

事
業
が
成
長
す
る
中
で
、印
刷
設
備
へ
の
大
型

の
設
備
投
資
を
通
し
て
、『
印
刷
に
も
注
力
し
て

い
く
』 と
い
う
強
い
意
思
を
社
内
に
示
す
こ
と
。

も
う
一
つ
は
、省
エ
ネ
・
環
境
対
応
を
重
視
し
た

サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
な
印
刷
を
実
現
す
る
こ
と
で
す
」 

と
今
野
社
長
。そ
の
た
め
、環
境
面
の
要
件
が
厳

し
い
省
エ
ネ
補
助
金
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
。「
先

進
的
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
投
資
促
進
支
援
事
業
費
の

採
択
を
目
指
し
ま
し
た
。
導
入
ま
で
の
ロ
ー
ド

マ
ッ
プ
を
描
い
て
も
ら
う
な
ど
、K
O
M
O
R
I

の
補
助
金
サ
ポ
ー
ト
の
手
厚
い
支
援
の
お
か
げ

で
採
択
が
決
定
し
ま
し
た
。こ
の
採
択
は
国
か

ら
の
後
押
し
で
あ
り
、当
社
の
方
針
が
国
の
施

策
や
方
向
性
と
合
致
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
を

社
員
が
強
く
認
識
し
て
く
れ
ま
し
た
」 と
語
る
。

日
本
初
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ 

Ｕ
Ｖ
乾
燥
方
式
＋
折
機
仕
様

シ
ス
テ
ム
Ｇ
３
８
で
実
現
す
る
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
な
印
刷

　

仙
台
市
を
拠
点
に
印
刷
・
出
版
を
核
と
し
て
、
広
告
・
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
・
広
報
支
援
、
ウ
ェ
ブ
・
映
像
制
作
、
自
社
メ
デ
ィ
ア
運
営
、

イ
ベ
ン
ト
企
画
・
運
営
な
ど
幅
広
い
事
業
を
展
開
す
る
株
式
会
社
ユ
ー

メ
デ
ィ
ア
。
同
社
は
2
0
2
4
年
11
月
、
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
な
印
刷
の
実

現
を
目
指
し
、
高
生
産
性
を
誇
る
輪
転
機
で
あ
り
な
が
ら
、
枚
葉
機

の
印
刷
品
質
を
可
能
に
す
る
シ
ス
テ
ム
G
3
8
（
L
E
D 

U
V
搭
載

A
横
全
判
両
面
オ
フ
セ
ッ
ト
印
刷
機
）
を
導
入
し
た
。
そ
の
背
景
と
効

果
に
つ
い
て
、
今
野
均
社
長
と
印
刷
製
造
部
執
行
役
員
の
安
部
秀
樹

氏
、
同
部
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
チ
ー
ム
課
長
の
鈴
木
健
司
氏
、
同
部
同

チ
ー
ム
プ
レ
ス
グ
ル
ー
プ
主
任
の
大
村
新
哉
氏
に
お
聞
き
し
た
。

今  野   均 氏

印
刷
事
業
を
基
盤
に

多
角
的
な
ビ
ジ
ネ
ス
で
地
域
に
貢
献

印
刷
事
業
へ
の
投
資
と

省
エ
ネ
補
助
金
へ
の
チ
ャ
レ
ン
ジ

枚
葉
機
と
同
等
の
印
刷
品
質
で

生
産
性
も
大
幅
向
上

職
場
環
境
の
大
幅
な
改
善
と

省
エ
ネ
目
標
以
上
の
成
果

シ
ス
テ
ム
G
3
8
で
実
現
し
た

柔
軟
な
生
産
体
制
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印刷センター

システムG38に装備された折機「昨年から実施している『夏祭り』
では、枚葉機での紙積み体験や端
材クッション体験など、楽しみなが
ら学べる工場見学プログラムを通じ
て、地域住民との交流を深めるこ
とができました」
（今野社長）

印刷センター / 宮城県仙台市若林区六丁の目西町4-12
https://www.u-media.jp/
TEL / 022-288-6015

システムG38と
ユーメディアの皆
さま。
「カーボンゼロプ
リント工場認定を
取得しており、こ
の機械はその中
でも最先端の環
境対応設備です」
（安部執行役員）

印刷製造部 執行役員
安部 秀樹 氏
「当社の最大の強みは、一貫
した高品質です。枚葉機との
カラーマッチングを進め、『ユー
メディア品質』を保っています」

「最新鋭設備の導入により、印刷の素晴らしさを
 社内外で共有できたことを大変うれしく思います」

◀インタビュー動画はこちら
https://go.komori.com/op224/youtube/u-media/

印刷製造部 プロダクション
チーム プレスグループ 主任
大村 新哉 氏
「これまでは感覚でやっていた部分も、
数値を基準に調整できるようになり、
若手にも説明しやすくなりました」

印刷製造部 プロダクション
チーム 課長
鈴木 健司 氏
「AI-Linkを活用しています。定期もの
が多いので、データを次回に生かす
ことで、損紙削減につなげています」


